


























































































































判の役かに与る権利を有する者J(qi yaQ 8cOVa{，αXOlVωve'iv aQxijc sovλEVτlX化
問 ixQlTlxijc)であるから，国家とは，端的に言って， I生活の自足を確立す












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































念は， しかし，フランスの法社会学者レオン・デュギーの『憲法論~ (Traite 












































































































































































































































































































































1) Tδ か ταicOlαVOμαにτtμすcfi x{!ημdτωvfiτwv aλλωvoσαμE{!lστdτoic 
XOlVωVOVatτfic:rroλLτEIIα5・(NE.1130b30-33)
2) Pol. 1280a15-25参照。『ニコマコス倫理学』での対応箇所は，NE.1131a14-b16， 
3) Pol.1282b23-30参照。『ニコマコス倫理学』での対応箇所は，前出の注1)に同じ。




6) Kamp， Andreas， Die politische Philosophie des Aristoteles und ihre metaphysischen 
Grundlagen， 1985， S.83 f.
7) Ibid.， S.184. 
8) アリストテレスにおいては， W政治学』の第4巻第4章と第7巻第8章との両箇所
で，ポリス内で配分されるべき諸職業が区別なく列挙されている。これを対照表に
して異同を確かめているものとして W.L. Newman， Politics of Arおtotle，pp.96-98 
の詳しい分析を参照。

























































































































61) 牧野英一『法律に於ける進化と進歩』有斐閣，大正 14年， 150-168頁。権利とい
えども社会的使命を帯びるが故に，実際 19世紀ヨーロッパでの自由主義の氾濫傾向
を背景に，自ずと制限を受けることは当然であるが，権利概念を消去して義務に還
元するのは行き過ぎであると批評している。
62) J.夕、パン，水波朗訳『権利論』創文社，昭和52年， 293-296頁。
63) 夕、パン，前掲訳書， 296-297頁。
64) 夕、パン，前掲訳書， 300-305頁。
65) 高作，前掲論文， 68-69頁。
66) 高作，前掲論文， 69-70頁。
67) 高作，前掲論文， 70-71頁。
68) 小沼進一『アリストテレスの正義論 西欧民主制に活きる法理』勤草書房，
2000年， 153頁。
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